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Ⅰ　福まちの活動拠点について

　札幌市では、市内に89か所ある地区福祉のまち推進センター（以下「地
区福まち」）において、身近な地域での住民主体の福祉活動を推進するため、
様々な活動を行っています。
　このうち、約8割の地区福まちでは、地区会館・地区センター等の公共的
な施設や、アパート・社会福祉施設といった民間施設などに活動の拠点（事
務所）を設置し、拠点を活用した活動を進めています。
　また、約6割の地区福まちでは、地域の相談窓口として、相談室の開設や
電話相談を実施しています。
　一方で、拠点を設置したにもかかわらず、事務局や相談窓口などの期待さ
れた機能が十分に発揮できていない地区や、拠点の設置を希望しつつも、な
かなか実現が困難な地区もあるのが現状です。

　福祉のまち推進事業は、地域住民の困りごとの解決や孤立を防ぐ住民同士
の支え合い活動として、見守り・訪問活動を中心とした日常生活支援活動（福
まち活動）を展開しており、札幌市の地域福祉を支える活動となっています。
　本冊子は、こうした福まち活動のより一層の充実を目指し、活動の拠点と
なっている地区福まち事務所に焦点をあて、事務所を有効活用して活動を展
開している取組事例を紹介しています。
　各地区の事務所開設時の思いや、現在の運営方法に至った経緯、また有効
活用することによって生まれている効果などをご確認いただき、皆様の地域で
の今後の福まち活動の参考にしていただければ幸いです。

１．活動拠点の現状

　地区福まちの活動拠点には、大きく分けて３つの意義が考えられます。
　１つ目は、資料や広報誌の作成、経理、打合せ、連絡調整、備品保管等、『活
動を推進する場』としての意義です。個人宅で事務作業等を行うより、他の事
務局員等と協働する場があることで、情報の共有や業務の分担も進みます。

２．活動拠点の意義

その他,
1

（２）拠点開設状況（１）拠点設置施設
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　札幌市福祉のまち推進事業では、福まち活動のうち補助対象事業に該当す
る経費を助成しています。
　活動拠点については、賃貸借契約にもとづく家賃等賃借料や、新規拠点開
設時の備品整備費等について、補助対象経費となる場合がありますので、要
件等の詳細については市・区社協にご相談ください。

４．活動拠点に対する助成

　２つ目は、地域の身近な窓口として、目に見える『福まち活動のシンボル』と
しての意義です。拠点には必ずしも頻繁に相談や来客があるわけではありま
せんが、拠点や相談窓口を継続的に住民にＰＲすることで、いざという時に安
心して相談できる身近な存在として、住民や単位町内会、福まち活動者の心の
拠り所となります。
　３つ目は、役員や事務局員が事業の内容や運営について協議したり、住民や
単位町内会、関係団体、福まち活動者が、自由に意見交換や人間関係の形成
を行ったりする、『情報交換の場』としての意義です。人が集う活動拠点がある
ことで、情報を持ち寄り方向性を決めて発信する場、役員や活動者の思いを分
かち合う場となり、日頃の情報交換からアイデアが生まれ、新たな取り組みへ
とつながります。

　活動拠点を設置している地区福まちでは、事務作業や打合せ、相談窓口な
どの日常的な活用方法に加え、スペースを活かして茶話会やパソコン教室、単
位町内会による福祉マップ作成・更新の場など、拠点を有効に活用して福まち
活動を進めています。
　また、活動拠点を設置したことにより、「地域内の活動者が日常的な打合せ
などで福まち事務所を頻繁に訪れるようになり、関係団体との連絡調整の場と
して情報交換・情報共有もスムーズにできるようになった。」など、関係者との
連携が進んだという声も聞かれます。
　活動拠点があることで、福まち活動も見えやすくなり、各種団体との連携や
協力体制づくりにもつながっています。
　充実した地域福祉活動には、活動拠点(事務所)が必要不可欠です。活動拠
点がもたらす効果は、直接的なものから間接的なものまで様々ですが、拠点が
あっても十分に活用されていない地区においては、まずは定期的に人が集う
機会を設けるところから始めてみてはいかがでしょうか。
　また、スペース的に活動拠点の常設が難しい地区においては、まずは月に数

3．活動拠点の活用と効果

日間でも地区会館等の会議室を活用し、試験的に活動拠点を設置してみては
いかがでしょうか。

－ 2 － － 3 －

事業内容

福まち活動の拠点となる施設の借上

（１）施設借上げに係る経費

※家賃に光熱水費が含まれる場合には、当該光熱水費も対象経費に含めることができる。

対象経費

賃借料

上限額(年)

500,000円

事業内容

活動拠点立ち上げ時の活動用備品の整備

（２）備品整備に係る経費

※当該経費に対する補助は１地区１回限り。

対象経費

需用費、備品購入費

上限額(1回)

500,000円

事業内容

福まち事務室等で来所・電話による
相談室を開設（開設時間は、週3日以上、

1日あたり概ね3時間以上）

（３）相談室・電話相談（基本活動強化事業）

対象経費

需用費
(電話代、コピー費用等)

上限額(年)

30,000円

※地区福まちの専用拠点の有無に限らず、上記の取り組みをしている場合は対象。
※開設時間が週3日・１日3時間未満の相談室については、福まち基本活動費で対応いた

だきます。
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Ⅱ 拠点活動の紹介①
【白石区】北白石地区福祉のまち推進センター

　北白石地区では、高齢者が「安心・安全で住み良い豊かな・優しい街」に
住み、健康に暮らせる地域づくりを進めるため、北白石地区高齢者福祉計画
を策定しました。
　計画策定にあたって実施した住民アンケートの結果、「北白石に住み続け
たい」という方が９割もいたことから、高齢者の日常的な困りごとについて一
人ひとり吸い上げる必要があると感じ、困ったときに気軽に相談できる地域
の窓口が必要と考え、福まちの活動拠点で電話相談を開設しました。

【地区の概要】
JR函館本線・千歳線の北側に位
置し、札幌新道から西側の市街化
調整区域を除いた地域は宅地化が
図られ、一戸建ての多い住宅街

■ 気軽に相談できる窓口が地域に必要

　北白石地区では、電話相談をＰＲする各家庭保存版チラシ
を作成して全戸配付したほか、継続的に地域の皆さんの目
にとまるようにと、電話相談の案内を記載したオリジナルの
回覧板台紙を作成して各町内会へ配布したり、電話相談の

■ 積極的なＰＲで多くの相談が

　拠点の開設日には、電話相談の担当だけでな
く、自然と関係者が集まって気軽な打合せや、情
報交換も行われています。
　北白石地区福まちでは、高齢者福祉計画の策
定メンバーである連合町内会や地区民児協と日
常の打合せや、協力実施している電話相談など

を通じて、円滑な連携体制を築きつつ、「地域住民一人ひとりが北白石に住
んでよかったと思える地域」を目指して活動しています。

■ 福まちが地域の福祉支援の要に

　相談者が活動拠点に来所し、直接悩みごとを聞く機会もあり、福まちの拠
点が地域住民から身近な相談窓口として認識されてくる中で、担当してい
るスタッフは、「想像以上に深刻な悩みが感じられた。」「困りごとがあっても
どこに相談に行ったらいいのかがわからない人が大勢いることを実感し
た。」「福祉の電話相談は、一人ひとりの声を拾える大切な取り組みだと思
う。」など、実際に行ってみて、改めて地域の現状と相談窓口の重要性を感
じています。

■ 活動拠点で電話相談を始めてみて

－ 4 － － 5 －

総 人 口 約35,000人
総世帯数 約18,000世帯
町内会数 11町内会

北白石まちづくりセンター

月・水・金
10：00 ～ 13：00

２名（交代制）
※町内会、福まち、民児協など

Ｈ30.10.1 ～
福祉の電話相談開設

設置施設

開設日時

常 駐 者

そ の 他

案内つき暑中見舞いを約2,300人の独居高齢者へ
送付するなど、積極的なＰＲを続けたところ、介護保
険や生活の困りごと、除雪についてなど年間100
件近い相談が寄せられました。
　寄せられた相談については、相談内容に応じて、
相談者と担当スタッフで解決できるもの、地域の支
援で対応するもの、そして、行政や専門機関で対応
するものなどをスタッフが整理し、また、除雪など専
門業者が必要な場合には、業者を紹介するなど解決につなげています。

【拠点の状況】
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　月～金曜日で開設している活動拠点には、様々な困りごとに対応する３名
のボランティア相談員が交代で常駐しています。地域関係者（民生委員・児

■ 子育て世帯から障がい・高齢の世帯の困りごとなど、幅広い相談を「福まち相談室」で受けています

－ 6 － － 7 －

童委員等）や専門機関を通じて寄せられる困りごとや、ボランティア活動に
参加してみたいという学生からの相談に対して、福まちでできるものは引き
受け、できないものは関係機関につなげたり、他の専門の窓口を紹介したり
しています。
　相談内容は多岐にわたり、育児ノイローゼになった母親からの子育てや家
事支援の相談に対し、ボランティアで２年間支援したこともありました。

Ⅱ 拠点活動の紹介②
【厚別区】厚別西地区福祉のまち推進センター

　厚別西地区では、活動拠点である会館１階の事務
所スペースに加えて、会館内の会議室や集会室で毎
週４回（火～金）サロンを開催しています。
　サロンは曜日ごとに、うた声サロン、蕎麦打ち体
験、パソコン教室、手芸、体操教室、映画上映会、囲
碁、将棋など豊富なメニューで、年間約2,200人が
参加し、閉じこもりの防止や介護予防としてはもちろ
んのこと、たくさんの人たちが会館に訪れることで、
福まちの活動拠点に人や情報（相談）を集めるしくみとなっています。

【地区の概要】
北東は江別市（大麻）に、西は白石区
に、南はJR 函館本線にそれぞれ接し、
町名として厚別西、厚別北、山本、小
野幌の4つの地域に分かれている

■ 拠点のある会館内で週４回サロンを開催

総 人 口 約24,000人
総世帯数 約11,000世帯
町内会数 7町内会

厚別西会館

月～金
10：00 ～ 15：00

センター長、ボランティア
相談員（交代制）

火～金
会館内でサロン開催

設置施設

開設日時

常 駐 者

そ の 他

　福まちが推進する見守り・訪問活動に協力している100名以上のボラン
ティアが、安心して活動できるように、地区内を１７か所にエリア分けして、そ
れぞれにボランティアコーディネーターを配置して活動を支援しています。
　ボランティアが活動で何かあったときには、ボランティアコーディネーター
が支援し、解決困難な場合は、福まち事務局に相談する体制をつくっていま
す。
　活動者にとっても、常に相談相手がいる活動拠点は安心できる存在になっ
ています。

■ 活動者が安心して活動できる環境づくり

　見守り・訪問の体制が整っている
ので、地域住民から直接困りごとの
相談をされることは多くありません
が、ボランティアやボランティアコー
ディネーター、また週４回のサロンス
タッフ等が拠点に出入りし、コミュニ
ケーションを図りながら活動を進め
ています。

　活動拠点が、人と人がつながり、みんなで支え合う地域づくりを発信する
拠点として活用されています。

■ 人と人をつなげる拠点

【拠点の状況】
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－ 8 － － 9 －

Ⅱ 拠点活動の紹介③
【豊平区】西岡地区福祉のまち推進センター

　西岡地区では、月～金の午前中に福まち
の活動拠点（福まち事務室）を開設し、福ま
ち事務局のみなさんが常駐して、事務的な
作業などを行っています。
　福まち事務室は、地域の関係者に気楽に
立ち寄ってほしいとの思いから、地区内の
各会議の中で「お茶を飲みながらお話をしましょう。」、「ぜひお気軽にお立ち
寄りください。」などと福まちから声をかけ続けたところ、多くの方々が訪れ
るようになりました。
　町内会長や自治会長が、「喫茶店開いていますか？」と来所したり、町内会
の役員や福祉推進員等が集まり、町内会の活動状況や相談ごとが寄せられ
ることもあります。福まち事務室が、地域のいろいろな情報が集まる拠点に
なっています。

【地区の概要】
札幌市の南東に位置し、望月寒川と月
寒川に挟まれた東西１ｋｍ、南北６km
の細長い市街地とその南側の広大な
市街化調整区域に分かれた地域

■ 気軽に立ち寄れる活動拠点

総 人 口 約29,000人
総世帯数 約14,000世帯
町内会数 38町内会

にしおか会館

月～金
8：30 ～ 12：00

福まち事務局（総務、会計、
広報、事業担当）が常駐

設置施設

開設日時

常 駐 者

【拠点の状況】

　地域福祉活動の拠点として福まち事務室が認知されたことで、新任の町
内会長から、福祉活動についての相談があり、その町内会の役員、福祉推進
員を対象に、「福まち活動とは？」「見守り・訪問活動とは？」という研修を行
うこともあります。
　また、こうした町内会からの相談に対応し、活動を支えられるよう、各町内
会に対し状況把握のためのアンケート調査を実施し、日ごろから情報の集約
に努めています。

■ 町内会の福祉活動を支え、頼られる福まちに

　福まちの大事な役割は、各町内会が見守り・訪問などの福まち活動で悩ん
だとき、一歩を進めるために背中を押してあげる、手を引いてあげるという
思いで福まち事務局は活動しています。
　そのために、様々な情報や人が集まる福まち事務室を活用しながら、日ご
ろから各町内会や専門機関、区社協と福まち活動の方向性についての認識
を一致させて、ワンチームとして活動する地域づくりを進めています。

■ ワンチームで進める福まち活動

　様々な情報が集まる福まち事務室ですが、情
報の発信にも力を入れています。
　広報担当が作成する広報物として、地域住民
に福まち活動を伝える福まち広報紙「センターだ
より（年3回発行）」のほか、活動者向けに毎月
発行している「福まち通信」は、約150名の福祉
推進員や町内会の役員に活動の目的や活動状
況をタイムリーに発信して、みんなで共通認識を持ちながら活動を進めるため
に作成されています。

■ 活動拠点から地域に情報を発信



－ 8 － － 9 －
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－ 10 － － 11 －

Ⅱ 拠点活動の紹介④
【清田区】北野地区福祉のまち推進センター

　北野地区は、平成9年の活動拠点開設時から福
祉相談室を設置して、週２回、事務局員が交代制
で相談員として活動しています。
　また、相談室以外の曜日にも運営委員や事務局
員が活動拠点に常駐しており、町内会役員や民生
委員、福祉推進員などが、いつでも気軽に立ち寄れる体制をとっています。
　このような体制づくりによって、立ち寄った地域関係者との雑談の中から
困りごとを抱える世帯についての情報が入ったり、福まちに相談が寄せられ
るようになったり、福まちがその相談に丁寧に対応することで、関係団体と
の信頼関係も築かれてきました。
　いろいろな相談に対応しながら、困りごとがあったときに「いつでも相談
できる場」や「いつでも話し合える場」が身近にあることが、福祉のまちづく
りにとても大切なことだと実感しています。

【地区の概要】
清田区の北側に位置し、地域の中
央部を厚別川が流れ、東側にたか
くら緑地、南側に清田公園、西側
に吉田川公園がある閑静な住宅街

■ いつでも相談できる場

総 人 口 約22,000人
総世帯数 約11,000世帯
町内会数 17町内会

北野連合会館

月～金
10：00 ～ 17：00
※福祉相談室は月・水
　13:00 ～ 16:00
　他の曜日も相談受付可

運営委員が常駐
※福祉相談室は事務局員の交代制

設置施設

開設日時

常 駐 者

【拠点の状況】

　町内会・自治会単位に設置されている福祉推
進委員会による「見守り・訪問活動」が充実する
につれて、福まちへの相談も増え、内容も複雑多
岐にわたっています。
　なかには、福まちや地域だけでは解決できない
問題もあるため、町内会・自治会や民生委員、専
門機関などに声かけして、活動拠点に一堂に会
し、それぞれができることを出し合って、解決につなげています。
　個別の課題解決を積み重ねることで、専門機関との協力・役割分担につい
ての理解も深まり、福まちとして人を支援するノウハウも蓄積されています。

■ 個別の課題をみんなで考える場

　これまでの活動の積み
重ねによって、町内会・自
治会や民生委員・児童委
員をはじめ、学校や社会福
祉施設などとも連携・協力
し、様々な取組みを進めて
います。
　このように、円滑に福ま
ち活動が進められる要因
の一つとして、活動拠点がその役割を果たしていることは間違いありません。
　活動拠点は福まちの事務室でありながら、関係団体も利用できる環境に
なっているため、利用団体間のコミュニケーションも深まります。困りごとを
抱える地域住民はもとより、福まち活動者や地域関係者にとっても、地域に
なくてはならない場所として、北野地区の心の拠り所となっています。

■ 心の拠り所となる場
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Ⅱ 拠点活動の紹介⑤
【西区】八軒中央地区福祉のまち推進センター

　八軒中央地区では、平成18年度に現在の活動拠
点である「はちけん地区センター」内に福まち事務所
を開設しました。
　それまでの福まち活動は、関係書類の作成や経理
などの事務をまちづくりセンターにお願いしていまし
たが、新たな事務所の開設を契機に、福まちを本当
の意味で住民自身の福祉活動としていくため、事務
的な部分も自分たちで行うことにしました。
　事業の企画運営、予算の執行管理、助成金の関係書類の作成を自分たち
で行うことで、もっと地域住民の声や自分たちの思いを直接反映した活動に
していきたいという思いがありました。
　福まちの新たな活動拠点の開設が、自分たちの思い描く活動を推進して
いく福まちの再出発となりました。

【地区の概要】
JR学園都市線や下手稲通などの主
要幹線道路が走り、東と北を琴似川

（新川）、西を琴似発寒川、そして南
を下手稲通に囲まれた閑静な住宅街

■ 新たな活動拠点が福まちの再出発に 　福まちでは、見守り・訪問活
動は難しいものではなく、みん
なが仲良くなることだと説明し
ています。
　対象の高齢者はもちろん、福
祉推進委員会のメンバー同士、
関係団体・機関も含めて、みん
なが親しい間柄になること、つ
ながりが生まれることで、問題
の解決もスムーズにいくと考えています。
　新しい場所での福まち活動拠点の開設をきっかけに、地域の支え合いを進
めてきましたが、基本的な考え方は、「自分たちの地域を良くするのは自分た
ち」という思いです。福まち再出発のシンボルとなった拠点(事務所)が、地
域のつながりが生まれる場所として機能しています。

■ 地域のつながりが生まれる場

総 人 口 約16,000人
総世帯数 約8,000世帯
町内会数 44町内会

はちけん地区センター
月・水 10：00 ～ 15：00
火 10：30 ～ 14：30
木・金 10：00 ～ 12：00
※相談日は月・火・水

事務局員（月・火・水）、
単位町内会（木・金、輪
番制）が交代で担当

設置施設

開設日時

常 駐 者

【拠点の状況】

　新しい環境で再出発した福まちでは、今後の活動方針について事務局会
議を重ね、これまでの行事中心型から見守り・訪問等を中心とした日常生活
支援型への転換を図ることとしました。
　日常生活支援(見守り・訪問、ゴミ出し、除雪、外出支援等)の取り組みを
推進するため、全町内会に福祉推進委員会を設置することとし、各会議で福
まち活動の必要性や協力について町内会関係者等に繰り返し説明しました。
　その結果、町内会役員との距離が縮まり「福祉のことは、福まちに聞けば
大丈夫」という信頼が、関係者の中で高まっていきました。
　活動体制を整備した後も、役員が１年で交代する町内会などもあるため、
継続して福まち活動の必要性と協力を呼びかけています。

■ みんなで話し合い、考え、実践する
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めてきましたが、基本的な考え方は、「自分たちの地域を良くするのは自分た
ち」という思いです。福まち再出発のシンボルとなった拠点(事務所)が、地
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【拠点の状況】

　新しい環境で再出発した福まちでは、今後の活動方針について事務局会
議を重ね、これまでの行事中心型から見守り・訪問等を中心とした日常生活
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Ⅱ 拠点活動の紹介⑥
【手稲区】富丘西宮の沢地区福祉のまち推進センター

　富丘西宮の沢地区では、平成24年の富丘西宮の沢
会館の移転に伴い、新たに活動拠点を開設しました。
　現在は、月～金曜日の10～12時に事務局員が
交代で当番を担当していますが、それには理由が
あります。
　福まちでは、町内会・自治会といった小地域での活動の充実を目指して、
様々な活動支援を行っていますが、なかなか活動に一歩踏み出せない町内
会もあります。
　過去に、そのような町内会の役員から、「福まちから活動を勧められたので相
談しに行ったが、拠点にだれもいないじゃないか。」といった言葉がありました。
　それから福まちでは、24時間365日は不可能だが、できる範囲で毎日開
設し、相談したいと思ったときに福まちの拠点があることで、活動が進むこと
もあるはずという思いから現在の体制となりました。

【地区の概要】
手稲区の南東に位置し、南側に手
稲山、北側にJR函館本線、地区中
央を国道5号と二十四軒・手稲通
の2つの幹線道路が走る住宅地

■ 相談したいと思ったときに福まちがある

総 人 口 約26,000人
総世帯数 約13,000世帯
町内会数 28町内会

富丘西宮の沢会館

月～金
10：00 ～ 12：00

事務局員が交代で担当

設置施設

開設日時

常 駐 者

【拠点の状況】

　単位町内会の見守り訪問・助け合い活動を支援するため、毎年、町内会に
対してアンケートを実施しています。これは、各町内会の活動状況を把握す
るとともに、福まちに対する要望を集約して、次の支援方法を検討する材料
とすることが狙いです。
　また、アンケートの結果については、各町内会の状況を一覧表にとりまと
めて、町内会へフィードバックしています。こういったやり取りは、情報の発
着基地として福まちが持つ機能の一つです。
　そのほかに、福まちの事務室では、町内会の
活動支援の１つである65歳以上世帯名簿の閲
覧がスムーズにできるように配慮もしています。
閲覧に来た関係者と福まち事務局員が、自然に
コミュニケーションを図りながら、活動の状況を
聞いて情報収集も行っています。

■ 単位町内会の活動支援に重点

　このほかにも町内会ごとの災害時避難地図の作成・配布や、安心カード・
緊急連絡カードの作成、民生委員・児童委員との懇談会など、町内会の活動
を少しでも充実できればという思いで、福まちの取組みを進めています。
　地域の声に応えて週５日開設した活動拠点に、町内会から見守り訪問活動
等の相談や、住民の困りごとなどの情報が集約され、福まち事務局員が支援
方法を検討したり、日頃からコミュニケーションを図っている町内会や民生
委員・児童委員、専門機関とも協力しながら課題解決しています。
　人と情報が集う福まち拠点があることで、次の具体的な支援方法が見え
てきて、新たな福まち活動へとつながっています。

■ 情報集約と情報交換の場
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■ 情報集約と情報交換の場
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Ⅲ 参考「福祉のまち推進事業について」

　福祉のまち推進事業は、地域住民の皆さまの福祉活動への参加を促すこと
により「誰もが安心して暮らせる地域社会を築く」ことを目的に、地域住民の
皆さまと市・区社会福祉協議会、札幌市が協力して実施している事業です。
　この事業では、地区社会福祉協議会（以下「地区社協」）に「地区福祉のま
ち推進センター」（以下「地区福まち」）を設置して、以下の２つの基本目標を
掲げ、市民の支え合い活動を進めています。

　地区福まちは、地域の関係団体の集合体である地区社協の活動部門として
位置づけられ、基本目標の達成のために、主に５つの活動に取組んでいます。

Ⅳ 参考資料

　札幌市社会福祉協議会では、市民の皆さんの地域福祉の取組みを支援す
るため、手引書や事例集を作成しています。
　各種冊子が必要な方や関心のある方は、最寄りの社会福祉協議会までご
連絡ください。

① 地域住民の日常的な支え合い活動の推進
② ボランティアによる福祉サービスの推進

≪福まち活動の手引き【改訂版】≫
（内 容）
１ 地域での支え合い なぜ求められているのか
２ 札幌市における住民相互の支え合い活動
３ 福祉推進委員会の役割と活動
４ 地区福祉のまち推進センターの役割と活動
５ 地区福まちと民生委員・児童委員との連携
６ 地区福まち活動における個人情報の取り扱い

～テーマ別の手引書や活動事例集も発行しています～

各冊子はホームページ
http://www.sapporo-shakyo.or.jp/

からダウンロードできます

◎福まち活動の手引き（テーマ別）
●個人情報の取り扱い編
●福祉推進委員会の開設・活動編
●地域福祉マップ編
●なかまを増やそう！編

◎見守りのすすめ
●入門編 ●声かけ・訪問編
●活動の記録と情報の共有編

◎活動事例集
●地域の福祉活動
●ふれあい・いきいきサロン

　町内会という顔の見える身近な生活圏域で、見守り・訪問活動やゴミ出し、除雪、話し相
手、外出支援などの日常生活支援を実施しています。
　また、町内会ごとに「福祉推進委員会」を設置して、地域住民や関係団体が協力・連携し
ながら、支え合い活動を組織的に展開しています。

● 日常生活支援活動（福まちの重点活動）

　日常生活支援活動の対象世帯の把握
に向けて、福祉マップの作成や、住民の
困りごとの調査などを実施しています。

● 調査・点検活動

　住民同士がつながり、支え合う関係を
築くために、ふれあい・いきいきサロン
などの定期的な交流の場づくりや、様々
な交流行事を開催しています。

● ふれあい交流活動

　日常生活支援活動にかかわる知識・技
術の向上や、住民の地域福祉への理解と
参加促進を図るために様々な講座や研
修会を開催しています。

● 学習・研修活動

　より多くの市民に地域福祉に理解いた
だき、活動への参加が促進されるよう、
広報紙やチラシ等を作成・配布して、福
まちなどの取組みを紹介しています。

● 広報・啓発活動
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福まち活動に関するお問い合わせ先

●作　成　社会福祉法人 札幌市社会福祉協議会 ／ 札幌市
●協　力　社会福祉法人 各区社会福祉協議会
●問合せ　札幌市中央区大通西１９丁目１－１
　　　　　札幌市社会福祉総合センター３階
　　　　　ＴＥＬ：011-614-3344　ＦＡＸ：011-614-1109
　　　　　ホームページ　http://www.sapporo-shakyo.or.jp
　　　　　※本冊子はホームページからダウンロードできます

●発行日　令和２年３月

中央区社会福祉協議会

北   区社会福祉協議会

東   区社会福祉協議会

白石区社会福祉協議会

厚別区社会福祉協議会

豊平区社会福祉協議会

清田区社会福祉協議会

南   区社会福祉協議会

西   区社会福祉協議会

手稲区社会福祉協議会

札幌市社会福祉協議会
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８６１－３７００
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６４１－６９９６

６８１－２６４４

６１４－３３４４

札幌市中央区南２条西１０丁目
中央区民センター１階

【令和3年5月6日に現在の大通西2丁目
ビル(中央区大通西2丁目)に移転予定です】

札幌市北区北２４条西６丁目
北区役所１階
札幌市東区北１１条東７丁目
東区民センター１階
札幌市白石区南郷通１丁目南８
白石区複合庁舎１階
札幌市厚別区厚別中央１条５丁目
厚別区民センター１階
札幌市豊平区平岸６条１０丁目
豊平区民センター１階
札幌市清田区平岡１条１丁目
清田区総合庁舎３階
札幌市南区真駒内幸町２丁目
南区役所３階
札幌市西区琴似２条７丁目
西区役所１階
札幌市手稲区前田１条１１丁目
手稲区民センター１階
札幌市中央区大通西１９丁目１－１
札幌市社会福祉総合センター３階

お住まいの区の社協 所　在　地 電話番号 福まち活動の手引き
～住民の心の拠り所 活動拠点〈事務所〉編～

札幌市・区社会福祉協議会 ／ 札幌市

つながる

ひろがる

あって
よかった


